
１．まえがき

太古の昔では，一つの変化が起こるのに約

1000年の時を必要としたが，最近ではそれが

数年も経たないで起こってしまっている，とい

うような文章をどこかで読んだことがある。変

化という言葉には，社会構造の変化のようなロ

ングスパンで起こるものと，それに伴う技術的

変化のように比較的短い時間で起こるものが含

まれている。

社会的構造というのは，例えば産業界でいう

ならば，その業界における産業構造というよう

な意味で，グローバルに考えればすべて現代社

会の構造基盤の上に成り立っていることはいう

までもない。

現在の社会では，インターネットによってあ

らゆる仕組みが大きく変わろうとしており，ま

たそれらに関連する技術が日に日に変化しつつ

あることは記述するまでもない。

例えば本誌2001-上期号で，A m e r i c a n
 

Printer/October1999の記事を引用して，

「……デジタルワークフローの各セクションで

はデータの確認が必要である。そのためには各

段階で利用されるプルーフの役割を明確にして

おく必要がある……」としてデザインプルー

フ，カラーページプルーフ，コントラクトプル

ーフ，インポジションプルーフなどを紹介し

た。しかしあれから約２年，現在ではどの雑誌

もプルーフに関してはリモートプルーフの掲載

が中心になってしまっている。もちろんそれ

は，印刷界におけるＬＡＮによるデジタルワー

クフローが，インターネットによるものへと拡

張しつつあるからで，これからもいろいろな技

術の変化が強いられることになるであろう。

そのようなことからここでは，最近の雑誌を

眺めながら，個々の技術よりもむしろ，それら

の流れにターゲットを当てながら，記述を進め

てみたいと思う。

なおここでは，いろいろな英語の技術用語

は，特別なもの以外そのまま使わせていただく

ことにした。

２．最近、経験したこと

インターネットそのものが話題となる時代は

過ぎ去った。フランスのA.H.Reevesがデジタ

ル通信方式を発表（1937年）してから約65年，

さらにアメリカでARPANETが開発されてか

ら約30年も経っているからである。しかしイ

ンターネットの存在そのものについては，それ

ほど身近には感じずにいたけれども，しかし最

近相次いで次のようなことに接し，改めて個人

にもその影響があるのだ，ということを知らさ

れた次第である。

120余年の歴史を誇る日本化学会誌が来年３

月から休刊することとなった。化学と工業誌

によると『日本語の論文誌への投稿件数が激減

し，最盛期には毎月35件以上あった投稿が，

本年４月には３件にまで減少してしまった』の


² �� �ô 印刷料金 2002－上
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